
正心高校について 
この学校は1961年に「天主教嘉義教區

故牛會卿主教」が設立しました。当初

は中学校のみでしたが、1968年に高校

も設立され、この学校は中高一貫校と

なりました。 

1993年〜2019年の間は学校の規模を69

クラスに保っていましたが、近年の少

子化に伴い教職員数を170人、生徒数

を2000人前後に、規模の調整を行いま

した。 

 

学校の環境 

学校の面積は6.4 ha、一般教室69室、特別教室44室、視聴覚室3室 、パソコン教室2室 、 

言語教室2室 、美術専門教室2室、  音楽室4室 、ダンス専門教室1室  、軍事教育室1室 、

英会話教室4室 、工作室2室 、精密実験室1室 、家政教室2室、 物理実験室2室 、化学実験

室2室、生物実験室2室 、また、1600人が入れる正心堂(集会所)もあります。 

その他、音楽専門学科の学生の為の教室が3室、小規模の防音設備の教室が36室。 

小型会議室6室、そして図書館及び閲覧室があります。 

教室以外にも、プールが2つ、バスケットボールコート9つ、バレーボールコート9つ 

PU総合運動場1つ、生体観察園2つ、学生寮は男女合わせて3棟あり、約750人を収容できま

す。 

 



 

学校の学生への期待と使命 
学校創設以来、天

主教の信念に基づ

き、どのような環

境の学生でも幅広

く受け入れ、社会

的に活躍できる学

生を育てていま

す。 

「敬天心」、「人

文情」、「科學

力」、「時代才」

を学校の教育の主

軸とし、最善を尽

くす心、神を敬う心、人々への愛を持ち合わせた、科学知識のある学生を育成しています。

そして､現代国際社会に合った優秀な成人になることを願っています。 

 

一般的な社会の授業、化学の授業の他に、本校では体育と美術にも力を入れています。「正

心誠意 敬天愛人」を校訓とし、学校でのいろいろな活動を通して、社会に対する関心と、

協力し合い完成させる継続力、そして国際観を育てています。 

1967年から、学生の協力し合う能力を身に付ける事を目指し「夏の合唱コンクール」と「中

学二年生のキャンプ」を始めました。キャンプ活動は、今では参加人数も多く、全校生徒参

加のキャンプとなっています。このキャンプは、1969年からは華山小学校の校庭をお 

借りして活動しています。今では本校の伝統的な活動となっています。学生は3泊4日のキャ

ンプ活動の野外活動授業で学んだことを実践し、集団行動での規律を守る事や、人々をまと

める力を学びます。 



1971年には「仁愛健行」愛の募金活動を始めました。先輩が後輩を率いて25km町を練り歩

き、しょうがい者やご老人など、助けが必要な方へ募金を集めます。この活動によりキリス

ト教の仁愛の精神を実践しています。 

また、学生の運動習慣と体力向上を目指し、野外運動や放課後のウォーキングを勧めていま

す。校内の2つのプールでは、毎年水泳競技大会が行われ、半年に渡る水泳の授業での成果

を、競い合います。 

 

全学年の活動以外にも、学年ごとに、年齢に合わせた活動もしています、例えば、中一の英

語キャンプ、中二の華山キャンプ、中三の団体指導、高一の成長キャンプ、高二の北部訪問

旅行、高三の公訓研修旅行(社会人研修)。 

学生は、これらの活動を通してコミュニケーション能力、団体行動能力、視野を広げ未来に

ついて計画を立てる能力を学びます。 

 



 

地域社会への敬意 
「仁愛健行」は本校の最も特徴のある活動のひとつで、1972年12月に開始以来、今まで欠か

すことなく続けてまいりました。実際に行動し、天主の愛を人々へ伝える最も良い活動でも

あります。この行事がこれからも続けられるように、2018年に『仁愛基金管理委員会』を設

立しました。行政·教師·学生·保護者·校外の公正関係者で構成され、毎年行事の主要後援会

社選定と支援金額の管理をしています。 

現在まで実際に集まった金額は3000万台湾ドルに上ります。 

もうひとつの社会貢献活動として、4月に「惜福餐活動」（給食を軽食にし、その分を寄付

する) 愛の支援活動を行っています。以前この活動は自由参加でしたが、今では全校で行う

活動となりました。 

 

国際交流 
1989年に、シンガポール初の政府設立中国語学校である、シンガポール立化中学校と姉妹校

の提携を行いました。シンガポールにある11の特選された学校の一つで、6年制の中高一貫

校です。立化中学校と姉妹校を結んで以来、1年おきに相互訪問をし、姉妹校交流を進めて

います。相互訪問により、学生たちの視野を広げ、お互いに異なる文化を理解し、友情を深

めています。 また、1993年には、栃木県真岡市役所と真岡ロータリークラブ、斗六ロータ

リークラブの支援と協力の元、真岡西中学校と姉妹校提携を結びました。1年おきの相互訪

問を行い、姉妹校交流を深めてまいりました。SARSや大地震の影響などで訪問が延期になっ

てしまう年もありましたが、交流を続け学校間の親交を深めて参りました。 

真岡市を訪問するといつも市役所が協力してくださり、市民の方は子供たちに大変親切にし

てくださいます。311大震災の時は正心高校で募金を行い、真岡市を支援しました。この事

が現地で報道されたりもしました。 2020年1月に新型コロナウイルス感染症が発生し、姉

妹校と実際の相互訪問が叶いませんでした。しかしオンラインを利用して、立化中学校や真

岡西中学校と交流を行い、学生がコミュニケーションをとり親睦を深めています。このコロ

ナが早く治まり、相互訪問交流が再開されることを期待しています。 



 

文芸活動 
2002年以来、熱心な教師が中心となり、毎年定期的に国内の有名芸術文化団体を学校に招待

し公演を依頼しています。ミニオーケストラや漫才、ジャズ団、演劇、打楽器、舞踊など、

様々なジャンルの方々に講演していただいております。 

校内では定期的に映画も放映しています。社会的弱者への関心、環境保護、発展途上国、児

童への関心、などのドキュメンタリー物が中心です。監督·出演者·映画評論家を招待し、映

画の鑑賞後、学生と座談会を開いていただいています。学生に映画の本質を深く考えさせ、

理解を深めさせています。 一年目に上映された映画は、フランスの名監督リュック・ベッ

ソンの作品が中心でした。 

近年では、2021年4月の落ち葉の時期に学生会が主催する「楽しい落ち葉」など、学生会が

主催するイベントもあり、学生に活躍のチャンスを提供しています。 

 

助学金制度 
以前は校内で栽培したマンゴーを売ったり、先生たちからの寄付を集めていました。 

1975年に「マンゴー委員会」を設立し、家庭環境に恵まれていない学生でも安心して登校で

きる「マンゴー助学金制度」を作りました。 

2003年まで校内で運営していた「マンゴー助学金制度」は、その他の14項目の助学金制度と

統合し、「正心高等学校業務発展協進会」となりました。この業務発展協進会では、組織規

約を定め、本校の卒業生や保護者、会社に勤めてる方、教育に関心のある方にご協力頂き、

ボランティアで委員が構成されています。 助学金のほかにも、優秀な成績を奨励したりも

しています。 また「鈺斉国際慈善基金会」「亜信台湾楽学築夢奨学金協会」などからも、

援助が必要な学生に向けて支援をしています。 

 


